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〔実験２〕の結果のグラフ

P

〔実験２〕において，用いたばねＡをばねＢにかえて同様の実験を行うと，手

が糸を引いた距離とばねＢの伸びとの関係はどのようになると考えられるか。

手が糸を引く距離が0～10 cmの範囲でグラフをかきなさい。
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〔実験３〕の結果から，おもりＱが水中に完全に沈んでいるときに，おもりＱ

にはたらく浮力の大きさは何Ｎであると考えられるか。その値を書きなさい。
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